
令和５年度 高山市環境配慮事業所認証制度 認証事業所一覧

（敬称略）

認証

番号
事業所名・所在地 減量化目標 主な認証のポイント

１

株式会社 長瀬土

建（久々野町久々

野１５５９番地）

３年後にごみ排出量を

８％削減

・資料の電子化やエアコン等の節電ルールの設

定、低公害車両の導入等を積極的に行ってい

る。

・社内で使用する消耗品の使用状況等のモニタリ

ングを実施し、使用料低減に対する管理を行う

等目標に対する状況を社内で共有している。

・その他年間５回以上の 地域清掃活動も行って

いる。

２

茶房 蔵茂（片野

町５丁目１２４番

地）

３年後にごみ排出量を１

７％削減

・主に食品ロスの削減について取り組んでいる。

・毎日の販売量を予測し必要最低限の食材購入や

自家栽培の食材の利用に努めることで、食品ロ

スの低減に努めている。

・注文時に顧客の要望に併せて提供量を調節した

り、持ち帰り用のパックを用意することで、

消費者の立場でも食品ロスが出にくい対応に

努めている。

・自家所有の畑で、やむを得ず廃棄する食品ロス

をコンポストとして堆肥化している。

３

飛騨信用組合（花

岡町１丁目１３番

地１）

３年後にごみ排出量を

５％削減（市内１３店舗

として申請）

・紙を使わない無通帳タイプの預金商品の販売

・会議資料の電子化

・市と協力して、グリーンライフ in 飛騨（市民

の環境配慮行動に対するさるぼぼコインによ

る還元事業）の実施事業者

・本店での太陽光発電設備、低公害車両の導入

４

株式会社 丸大興

業（下岡本町１７

９５番地１）

３年後にごみ排出量を

３０％削減

・社内会議のタブレット使用

・市のごみの収集運搬業務を請け負っており、全

ての従業員がごみ分別の専門家として、社内で

排出されるごみに限らず、業務として収集した

ごみについても確実に分別を行っている。

・市が設置するごみ減量化部会へ参加し、事業系

ごみの削減策等の検討に協力

・自社で回収したペットボトルやアルミ缶により

得た収益を地元のスポーツ推進活動等に還元

している。

・自社敷地内に資源回収所を設置することで、地

域住民とともにごみの資源化に取り組んでい

る。



５

中坪造園有限会社

（江名子町１７４

９番地）

３年後にごみ排出量を

７％削減

・顧客情報、請求書類の電子化を進めている。

・プラスチックを材料とした商品からなるべく自

然の素材を使用した製品を推奨、施工していま

す。

・ごみ削減目標を達成するにあたり、前月比、前

年比などごみの発生量を確認できるように数

値化し、社員間で表で確認・共有できるよう取

り組みを進めている。。

・作業で発生した枝葉を堆肥化し、樹木の樹勢回

復作業における土壌改良剤として活用している。

・市が設置するごみ減量化部会へ参加し、事業系

ごみの削減策等の検討に協力

６

株式会社駿河屋魚

一（高山市赤保木

町１１７２）

３年後にごみ排出量を

６％削減（市内４店舗と

して申請）

・食品ロス防止のため、賞味期限が近い食品の値

引き販売や前日、1 週間前、昨年等の販売対比

データを使い、無駄の無い発注数の調整を心が

けている。

・ロングランの消費期限の提案があるものについ

ては優先的に仕入れを実施している

・家族の人数に応じて、小分けのパック（少人数）

から大き目のパック（大人数）向けの商品をラ

インナップしている。

・消費者に食品ロスを防ぐための調理方法の提案

等を POP により実施している。

・販売管理の観点からも日単位、月単位でも売り

上げ結果から、値引きロス、廃棄ロスもわかる

ようになっており、社員はいつでも閲覧するこ

とができる。

・店頭にて、リサイクル促進のため、食品トレー

の回収や牛乳パック等の回収を実施している。

７

特定非営利活動法

人活エネルギーア

カデミー（赤保木

町２９７）

３年後にごみ排出量を

８％削減

・両面印刷や裏紙利用の徹底

・イベント実施時にプラごみの削減を促すため、

参加者に器や箸等の持参を求めるとともに、ス

タッフも再利用可能な食器を使用している。

・団体の活動上、木材の端材を燃料に活用したり、

生ごみ処理機キエーロの材料にする等あます

ことなく使用するように心がけている。

・市が設置するごみ減量化部会へ参加し、事業系

ごみの削減策等の検討に協力

・市広報等でも紹介される等、市内での生ごみ処

理機の普及に協力している。



令和５年８月４日 第１回 認証式

令和５年１１月１５日 第２回認証式

令和６年２月９日 第３回認証式


